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同時人工膝関節置換術後合併症．第54回日本人工関節学会．2024，2，23-24．
９ 	 塚本正紹，森本忠嗣，平田寛人，吉原智仁，馬渡正明：透析患者の腰椎後方椎体間固定術において

銀含有ハイドロキシアパタイトコーティング脊椎ケージは有用である．第53回日本脊椎脊髄病学会
学術集会．2024，4，18-20．

10	 塚本正紹，森本忠嗣，小林孝巨，平田寛人，吉原智仁：血清ペリオスチン値は腰椎椎間板変性の重
症度と相関する．第53回日本脊椎脊髄病学会学術集会．2024，4，18-20．

11 ＊中尾聡志，吉原智仁，塚本正紹，平田寛人，森本忠嗣，馬渡正明：脊椎手術後に発症した脳血管障
害の臨床的特徴．第53回日本脊椎脊髄病学会学術集会．2024，4，18-20．

12	 平田寛人，森本忠嗣，梅木　駿，塚本正紹，吉原智仁，小林孝巨，馬渡正明：皮膚の厚さと骨代謝
性疾患との関係．第53回日本脊椎脊髄病学会学術集会．2024，4，18-20．

13	 平田寛人，森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，小林孝巨，馬渡正明：脊椎手術患者における血中ビタ
ミンＤ濃度と骨代謝マーカー，骨密度の関係．第53回日本脊椎脊髄病学会学術集会．2024，4，18-
20．

14	 森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，平田寛人，戸田　雄，小林孝巨：日本脊椎脊髄病学会と日本脊髄
外科学会の10年間の会員の内訳．第53回日本脊椎脊髄病学会学術集会．2024，4，18-20．

15	 吉原智仁，森本忠嗣，小林孝巨，塚本正紹，平田寛人，馬渡正明：脊椎手術における栄養・免疫状
態と術創部問題の関連性．第53回日本脊椎脊髄病学会学術集会．2024，4，18-20．

16	 吉原智仁，森本忠嗣，平田寛人，小林孝巨，戸田　雄，塚本正紹，大谷晃司，馬渡正明：ロコモ
ティブシンドロームとの関連要因の探索的検討．第53回日本脊椎脊髄病学会学術集会．2024，4，
18-20．

17	 長嶺里美，田中里紀：特別企画シンポジウム １（男女若手共同参画委員会企画）リウマチ医療の未
来を考える：キャリアアップとワークライフバランス．第68回日本リウマチ学会総会・学術集会．
2024，4，18-20．

18 ＊伊藤勇人，森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，平田寛人，馬渡正明：血清ペリオスチンは椎間板変性
と関連する．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-26．

19	 井野輔久，藤井政徳，河野俊介，上野雅也，馬渡大介，馬渡正明：同一患者における寛骨臼移動術
と人工股関節全置換術の比較．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-26．

20 ＊梅木　駿，森本忠嗣，平田寛人，吉原智仁，塚本正紹，馬渡正明：皮膚の厚さと骨粗鬆症や脊椎靱
帯骨化との関係．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-26．

21 ＊小林孝巨，藤井政徳，河野俊介，上野雅也，馬渡大介，馬渡正明：寛骨臼形成不全と境界型寛骨臼
形成不全に対する寛骨臼移動術後の患者報告アウトカム尺度は同等である．第97回日本整形外科学
会学術総会．2024，5，23-26．

22 ＊田中史織，藤井政徳，河野俊介，上野雅也，馬渡大介，馬渡正明：寛骨臼形成不全に対する寛骨臼
移動術後の骨頭被覆と patient reported outcome measures（PROMs）の関係．第97回日本整形外
科学会学術総会．2024，5，23-26．
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23 ＊田中史織，藤井政徳，河野俊介，上野雅也，馬渡大介，馬渡正明：進行期変形性股関節症を伴う寛
骨臼形成不全に対する寛骨臼移動術の臨床成績．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-
26．

24 ＊津本真帆，森本忠嗣，小林孝巨，平田寛人，吉原智仁，塚本正紹，馬渡正明：整形外科手術後の肺
炎の関連因子．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-26．

25	 塚本正紹，森本忠嗣，平田寛人，吉原智仁，馬渡正明：銀含有ハイドロキシアパタイトコーティン
グ脊椎ケージの短期成績―骨粗鬆症症例における検討―．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，
5，23-26．

26	 長嶺里美，大泉尚美，新開祐美，山内かづ代：米国における整形外科医のリーダーシップ教育．第
97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-26．

27 ＊中尾聡志，森本忠嗣，小林孝巨，平田寛人，吉原智仁，塚本正紹，馬渡正明：大腿骨近位部骨折に
おける術前の深部静脈血栓症の予測因子．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-26．

28	 藤井政徳，河野俊介，上野雅也，園畑素樹，馬渡大介，馬渡正明：Schanz 骨切り術後の高位脱臼
性股に対する大腿骨骨切り併用 THA の治療成績．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，
23-26．

29	 藤井政徳，山崎琢磨，福島健介，庄司剛士，髙田亮平，山田和希：第 ７章『大腿骨寛骨臼インピン
ジメント（FAI）』改訂のポイント．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-26．

30 ＊宮本和樹，藤井政徳，河野俊介，上野雅也，馬渡大介，馬渡正明：麻痺性股関節亜脱臼に対する寛
骨臼移動術の治療成績．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-26．

31 ＊宮本和樹，坂井達弥，藤井政徳，松村陽介，長嶺里美，馬渡正明：人工膝関節置換術前の患者にお
ける足関節痛の頻度とその臨床的意義．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-26．

32	 森本忠嗣：銀含有ハイドロキシアパタイト（Ag-HA）コーティングケージの開発．第97回日本整
形外科学会学術総会．2024，5，23-26．

33	 吉原智仁，森本忠嗣，平田寛人，小林孝巨，戸田　雄，塚本正紹，大谷晃司，馬渡正明：ロコモ
ティブシンドロームとの関連要因の探索的検討．第97回日本整形外科学会学術総会．2024，5，23-
26．

34	 平田寛人，森本忠嗣，戸田　雄，吉原智仁，塚本正紹，馬場創太郎，加藤貴也，Paholpak 
Permsak，稲葉忠司，笠井裕一：秘密のケンミン治療法 １Minimal な Screw で Maximal な効果；
骨折椎体への Short PPS がもたらす脊椎骨折手術の固定力向上効果．第14回最小侵襲脊椎治療学会．
2024，6，28-29．

35	 塚本正紹，森本忠嗣，戸田　雄，平田寛人，吉原智仁，馬渡正明：透析患者の腰椎後方椎体間固定
術において銀含有ハイドロキシアパタイトコーティング脊椎ケージは有用である．第14回最小侵襲
脊椎治療学会．2024，6，28-29．

36 ＊横田　栞，平田寛人，戸田　雄，吉原智仁，塚本正紹，森本忠嗣：腰椎椎体骨折に対する脊椎後方
固定術後に発生した気胸の １つ．第14回最小侵襲脊椎治療学会．2024，6，28-29．

37 ◯河野俊介，上野雅也，藤井政徳，長嶺里美，園畑素樹，馬渡正明：セメントレス人工股関節置換術
における術後感染発生率の推移－抗菌人工股関節の有効性評価－．第52回日本関節病学会．2024，
7，19-20．

38	 坂井達弥，藤井政徳，長嶺里美，河野俊介：踵骨骨嚢腫術後感染に対する治療経験．第52回日本関

― 　 ―8



節病学会．2024，7，19-20．
39	 上野雅也，河野俊介，記伊祥雲，馬渡正明：超音波処理と血液培養ボトルを併用した化膿性股関節

炎・人工股関節周囲感染の起因菌検索．第47回日本骨・関節感染症学会．2024，7，26-27．
40 ◯河野俊介，上野雅也，記伊祥雲，藤井政徳，森本忠嗣，馬渡正明：銀の抗菌作用と整形外科インプ

ラント関連感染に対する予防法と治療法の探索．第47回日本骨・関節感染症学会．2024，7，26-27．
41	 伊藤恵里子，長嶺里美：炎症性関節症患者における関節鏡視下腱板断裂手術の短期成績．第53回日

本リウマチの外科学会．2024，9，13-14．
42	 塚本正紹，森本忠嗣，横田　栞，戸田　雄，平田寛人，吉原智仁：透析患者における銀含有ハイド

ロキシアパタイト脊椎ケージの短期成績．第33回日本脊椎インストゥルメンテーション学会．2024，
9，20-21．

43	 森本忠嗣，塚本正紹，平田寛人，小林孝巨：骨増殖性疾患患者の皮膚は厚いか？．第26回日本骨粗
鬆症学会．2024，10，11-13．

44	 藤井政徳：人工股関節の感染予防対策について（ランチョンセミナー）．第39回日本整形外科基礎
学術集会．2024，10，17-18．

45	 永浜知晃，森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，平田寛人：佐賀県の運動器検診の実状．第32回日本腰
痛学会．2024，10，25-26．

46	 森本忠嗣：リクエスト企画：リハビリ科はこれが聞きたい！（運動器疾患スペシャリストから理学
療法の真髄を聞く）腰椎外来診療の実際．第32回日本腰痛学会．2024，10，25-26．

47	 井野輔久，藤井政徳，河野俊介，上野雅也，宮本和樹，田中史織，伊藤康志，大場陽介：麻痺性股
関節亜脱臼に対する寛骨臼移動術の治療成績．第51回日本股関節学会学術集会．2024，10，25-26．

48 ＊大場陽介，藤井政徳，河野俊介，上野雅也，伊藤康志，田中史織：Crowe type Ⅳの股関節高位脱
臼に対する大腿骨転子下骨切り併用 THA の治療成績．第51回日本股関節学会学術集会．2024，10，
25-26．

49 ◯河野俊介：海外研究留学帰朝報告セッション　ベルン大学研修報告－股関節温存手術の心得－．第
51回日本股関節学会学術集会．2024，10，25-26．

50 ◯河野俊介，上野雅也，藤井政徳，伊藤康志，大場陽介，田中史織，森本忠嗣：PJI におけるセメン
トレス抗菌人工股関節の implant 温存効果．第51回日本股関節学会学術集会．2024，10，25-26．

51 ＊田中史織，藤井政徳，河野俊介，上野雅也，伊藤康志，大場陽介：寛骨臼移動術は股関節形成不全
の自然経過を変えるか．第51回日本股関節学会学術集会．2024，10，25-26．

52 ＊田中史織，藤井政徳，河野俊介，上野雅也，伊藤康志，大場陽介：Cam 変形を伴う寛骨臼形成不
全に対する寛骨臼移動術の術後成績．第51回日本股関節学会学術集会．2024，10，25-26．

53 ◯東島直生，河野俊介，松本　幸，上野雅也，藤井政徳，森本忠嗣：人工股関節全置換術後患者にお
ける片脚起立時間測定の有用性．第51回日本股関節学会学術集会．2024，10，25-26．

54	 藤井政徳：エビデンスに基づいた FAI 診療（教育研修講演）．第51回日本股関節学会学術集会．
2024，10，25-26．

55	 藤井政徳，田中史織，河野俊介，上野雅也，伊藤康志，大場陽介：寛骨臼移動術対象患者の疫学的
傾向．第51回日本股関節学会学術集会．2024，10，25-26．

56	 伊藤恵里子，泉　政寛，長嶺里美，古畑友基，野々上湧人，秋山隆行，池邉智史：炎症性関節症患
者における関節鏡視下腱板断裂手術の短期成績．第51回日本肩関節学会．2024，10，25-26．
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57	 泉　政寛，伊藤恵里子，古畑友基，秋山隆行，池邉智史：鏡視下腱板修復術後の再断裂と上腕骨近
位骨質との関係．第51回日本肩関節学会．2024，10，25-26．

58	 藤井政徳：CT Morphology から考える股関節不安定性（シンポジウム）．第51回日本臨床バイメカ
ニクス学会．2024，11，1-2．

59	 坂井達弥，藤井政徳，山口勝城，高島怜史，杉野晴章，水田和孝，江頭秀一，田中博史，本岡　
勉：人工膝関節全置換術によるアライメント変化と足関節痛の関係．第49回日本足の外科学会学術
集会．2024，11，7-8．

60	 坂井達弥，古賀有香里，藤井政徳：自家骨と人工骨を併用し内固定した DTOO の骨癒合と抜釘時
期．第49回日本足の外科学会学術集会．2024，11，7-8．

61	 井野輔久，戸田　雄，平田寛人，吉原智仁，塚本正紹，森本忠嗣：脊椎に発したメトトレキセート
関連リンパ増殖性疾患の ２例．第27回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会．2024，11，21-22．

62	 戸田　雄，松本嘉寛，井野輔久，平田寛人，吉原智仁，塚本正紹，森本忠嗣：脊椎周囲軟部組織・
脊椎発生腫瘍の広範切除における局在に応じた手術手技．第27回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会．
2024，11，21-22．

63	 松村陽介，藤井政徳，坂井達弥，長嶺里美：内側型変形性膝関節症に対する人工膝関節全置換術に
おいて冠状断アライメントが患者立脚型評価に及ぼす影響．第 2 回日本膝関節学会．2024，12，
6-7．

地方規模の学会
１ ＊宮本和樹，森本忠嗣，吉原智仁，塚本正紹，平田寛人，馬渡正明：佐賀県の学童運動器検診の実状．

第39回九州小児整形集談会．2024，1，13．
２ 	 平田寛人，森本忠嗣，吉原智仁，塚本正紹，馬渡正明：椎体骨折に対して後方固定術後に気胸を起

こした一症例の検討．第13回九州Mist 研究会．2024，2，17．
３ 	 坂井達弥，藤井政徳，馬渡正明：踵骨骨嚢腫術後感染に対する治療経験．第10回九州足の外科研究

会．2024，3，2．
４ ＊田中史織，藤井政徳，河野俊介，上野雅也，馬渡正明：寛骨臼移動術は股関節形成不全の自然経過

を変えるか．第147回西日本整形・災害外科学会学術集会．2024，6，1-2．
５ 	 藤井政徳，河野俊介，上野雅也，田中史織，馬渡正明：寛骨臼移動術対象患者の経年的変化．第

147回西日本整形・災害外科学会学術集会．2024，6，1-2．
６ ＊山口勝城，森本忠嗣，塚本正紹，吉原智仁，平田寛人，秋山隆行，馬渡正明：経皮的椎体形成術前

後の隣接椎間板真空現象（Vacuum phenomenon）の推移と特徴．第147回西日本整形・災害外科
学会学術集会．2024，6，1-2．

7 	 伊藤恵里子，長嶺里美：炎症性関節症患者における関節鏡視下腱板断裂手術の短期成績．第68回九
州リウマチ学会．2024，9，7-8．

8 	 平田寛人，横田　栞，吉原智仁，塚本正紹，戸田　雄，小林孝巨，森本忠嗣：XR 技術を活用した
多診療科合同による神経線維腫症Ⅰ型患者の胸腔内髄膜腫治療．第100回西日本脊椎研究会．2024，
11，16．

9 	 井野輔久，藤井政徳，伊藤康志，河野俊介，上野雅也，田中史織，大場陽介：人工股関節全置換術
の腰痛の変化．第148回西日本整形・災害外科学会学術集会．2024，12，21-22．

10	 上野雅也，長嶺里美，松村陽介，泉　政寛，吉原智仁，塚本正紹，森本忠嗣：コロナ禍からの整形
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外科における働き方改革の推進－佐賀大学病院での実践報告（特別 1 - 4 ）．第148回西日本整形・
災害外科学会学術集会．2024，12，21-22．

11 ◯河野俊介，上野雅也，藤井政徳，伊藤康志，大場陽介，田中史織：セメントレス抗菌人工股関節の
合併症．第148回西日本整形・災害外科学会学術集会．2024，12，21-22．

12 ＊田中史織，河野俊介，藤井政徳，上野雅也，馬渡正明：境界型股関節形成不全における変形性股関
節症進行の予測因子．第148回西日本整形・災害外科学会学術集会．2024，12，21-22．

13	 戸田　雄，孝橋賢一，山本英崇，森本忠嗣：骨巨細胞腫におけるデノスマブ投与による組織学的変
化と腫瘍微小環境変化．第148回西日本整形・災害外科学会学術集会．2024，12，21-22．

14	 松村陽介，藤井政徳，長嶺里美，坂井達弥：両側同時人工膝関節置換術後に左右差を訴える症例の
検討．第148回西日本整形・災害外科学会学術集会．2024，12，21-22．

15	 横田　栞，松村陽介，伊藤恵里子，坂井達弥，藤井政徳，長嶺里美：両側同時人工膝関節全置換術
におけるドレーン使用の有無が及ぼす影響．第148回西日本整形・災害外科学会学術集会．2024，
12，21-22．

その他の学会
１ 	 塚本正紹：腰椎疾患診療におけるジクトルテープの使用経験．ジクトル®テープ75mg 効能追加 １

周年記念講演会 in 佐賀．2024，1，27．
２ 	 長嶺里美：『関節リウマチの治療最適化を目指した地域連携～総括～』．RA 診療連携カンファレン

ス in 佐賀．2024，3，21．
３ 	 長嶺里美：体軸性脊椎関節炎の診断と治療．Arthritis Seminar in Saga．2024，10，9．
４ 	 平田寛人：佐賀大学よりヘルニコア １ 演題（症例発表①）．はがくれ椎間板内酸素注入療法を語る

会．2024，3，9．
５ 	 森本忠嗣：『脊椎診療のトピックス』．筑後医科歯科薬科合同セミナー．2024，1，28．
６ 	 森本忠嗣：『ニューロリハビリテーションに役立つ整形外科デジタル応用の当科の取り組み』．第15

回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会．2024，3，3．
７ 	 森本忠嗣：佐賀県の運動器検診の実状．佐賀県学校保健研修会．2024，3，7．
８ 	 森本忠嗣：『Sagacity in MIST』（ランチョンセミナー）．第15回中部MIST研究会．2024，9，28．

研究助成等

職　名 氏　名
補助金（研究助成）

等の名称
種　　目

１：代表
２：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

名誉教授 馬渡　正明 科学研究費助成事業 基盤研究C １ 骨折モデルの治癒課程におけ
るストレス応答キープレイ
ヤー Nupr1の作用とその機
序

700
(980)

名誉教授 馬渡　正明 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ ストレス応答タンパク質
Nupr1の骨形成と骨の老化に
おける機能及び制御機構の解
明

50
（96）

名誉教授 馬渡　正明 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ バイオ3D プリンタを用いて
広範囲骨欠損再建法の確立を
目指す研究

100
（100）
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名誉教授 馬渡　正明 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ 細胞のみで作製した ３次元骨
組織体を用いて広範囲骨欠損
再建法の確立を目指す研究

100

准教授 森本　忠嗣 厚生労働科学研究費
補助金

慢性の痛み政
策研究事業

２ 痛みセンターを中心とした慢
性疼痛診療システムの均てん
化と診療データベースの活用
による医療向上を目指す研究

500

准教授 森本　忠嗣 厚生労働科学研究費
補助金

基盤研究C ２ 慢性痛と腸内細菌叢，および
血中 PGC1a の関連と集学的
治療の効果に関する研究

77

准教授 森本　忠嗣 学術研究助成基金助
成金

国際共同研究
加速基金（国
際共同研究強
化Ｂ）

２ 日本 - タイ連携によるヒト屍
体脊椎の力学特性および変形
挙動の実験的解明

200
(61)

准教授 森本　忠嗣 学術研究助成基金助
成金

基盤研究C ２ アジア人屍体脊椎を用いた ６
軸力学試験による脊椎インプ
ラントの破損の原因究明

200

准教授 森本　忠嗣 学術研究助成基金助
成金

基盤研究C ２ ロコモの進行を予測するバイ
オマーカーの探索的研究

20

講　師 藤井　政徳 科学研究費助成事業 基盤研究C １ 機能的骨盤傾斜に注目した寛
骨臼形成不全の病態解明と骨
形態矯正アルゴリズムの確立

0
(1,303)

助　教 松村　陽介 科学研究費助成事業 基盤研究C １ 細胞のみで作製した ３次元骨
組織体を用いて広範囲骨欠損
再建法の確立を目指す研究

1,000

助　教 上野　雅也 科学研究費助成事業 若手研究 １ 三次元細胞培養を用いた骨髄
炎治療時の骨代謝の挙動解明

0
（1,047）

助　教 上野　雅也 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ 骨折モデルの治癒課程におけ
るストレス応答キープレイ
ヤー Nupr1の作用とその機
序

100
（18）

助　教 上野　雅也 科学研究費助成事業 若手研究 １ 三次元細胞培養培養と幹細胞
を用いた感染部位への骨再生
医療の挑戦

1,400

助　教 吉原　智仁 科学研究費助成事業 若手研究 １ ペリオスチンを介した骨組織
と皮膚組織との相互作用

1,900

助　教 坂井　達弥 科学研究費助成事業 若手研究 １ 変形性足関節症の病態解明と
理想的な矯正骨切り術の確立
を目指した生体力学的研究

1,200
（165）

助　教 平田　寛人 科学研究費助成事業 若手研究 １ 時計遺伝子 DEC1による骨芽
細胞への影響に関する研究　
骨粗鬆症治療の新たな標的

1,100
（502）

助　教 平田　寛人 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ 骨折モデルの治癒課程におけ
るストレス応答キープレイ
ヤー Nupr1の作用とその機
序

100
（300）
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助　教 平田　寛人 学術研究助成基金助
成金

国際共同研究
加速基金（国
際共同研究強
化Ｂ）

２ 日本－タイ連携によるヒト屍
体脊椎の力学特性および変形
挙動の実験的解明

200
（58）

助　教 平田　寛人 学術研究助成基金助
成金

基盤研究C ２ アジア人屍体脊椎を用いた ６
軸力学試験による脊椎インプ
ラントの破損の原因究明

200

客　員
研究員

馬渡　大介 科学研究費助成事業 基盤研究C １ バイオ3D プリンタを用いて
広範囲骨欠損再建法の確立を
目指す研究

1,400
（171）

※（　）は繰越金で外数
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